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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 76.1 ha

平成 24 年度 ～ 平成 28 年度 平成 24 年度 ～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単 位 基準年度 目標年度

％ 平成２３年度 平成２８年度

人 平成２３年度 平成２８年度

％ 平成２３年度 平成２８年度70生活環境満足度 山辺西部第一地区内の生活環境に対する満足度
アンケート調査

生活環境が向上した度合いを計測する指標 54

75.0

区域内人口の減少を抑える 市内の人口が減少する中、第一地区内の居住人口の維持 市域での人口が減少する中、地区人口を維持する。 827 855

避難圏域率の向上 一時避難場所（公園）まで徒歩５分（L=300m）の第一地区における面積割合 区画整理事業や公園整備により緊急時の避難時間の短縮が図られる。 66.2

●本地区は、東武伊勢崎線野州山辺駅から至近距離にありながら道路網の整備が遅れ、幅員狭小のものが多い状況にある。
また地区内では、近年、交通量の増大に伴い、極めて便利な住宅地として今後ますます過密化する傾向にあるが、現在、地区内には宅地化に最適な区画道路、公園等の公共施設が不足している。

●地区内では、既存道路が狭隘なため、緊急車両の出入りが困難である。そのため、区画道路を整備することにより、生活道路の安全性や利便性の向上を図るため、暮らしやすい道路環境の整備が早急に求められている。

●第６次足利市総合計画において、良好な住環境の形成のため、土地区画整理事業などを活用することにより、道路、公園など公共施設の整備改善と土地の利用増進を進めるための地区であると定められている。

●土地区画整理事業を中心に街区公園の適正な配置により、良好な居住空間の保全・育成を図ると共に、宅地の利用増進を図り、地区内の人々やその周辺住民にとっても、やさしく、安心・安全で快適なまちづくりを推進する。

指 標 定 義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 栃木県
とちぎけん

足利市
あしかがし

山辺
やまべ

西部
せいぶ

地区
ちく

計画期間 交付期間 28

大目標 人にやさしいまちづくり
目標１：日常的に利用する道路の利便性及び安全性を向上させる。
目標２：安全で潤いのある快適な居住環境を創出する。
目標３：地域の防災機能の向上を図る。

●足利市は東京から北へ約80キロメートルの位置にあり、両毛経済圏の中心都市で栃木県南部地方拠点都市地域として指定され、昨今多方面において発展を続けている。本地区は、東武鉄道伊勢崎線足利市駅の南西に位置し、無秩序にスプロール
化が広がるほか、公共施設が未整備な状況にある。また、工業系や商業・住宅系の混在が顕著であるため、総合的な土地利用の基に用地地域の純化が求められていた。このため、平成６年に都市計画決定がされた第一地区に続き、平成９年に第二地
区が都市計画決定され土地区画整理を施行中である。

●本地区内には、市街地環状道路である主要地方道足利環状線と、第一次緊急輸送道路に指定されている足利太田線が交差している。両路線とも、本年全線開通した北関東自動車道太田桐生インターチェンジや周辺大規模工場へのアクセスとしての
利用が多い。また、沿線への商業施設の進出が活発に行われている。しかしながら、野州山辺駅周辺の大部分は未整備地区であるため、狭隘道路が多く緊急車両の進入が困難である。
また、防災拠点となる公園も存在しないため、生活道路や公園を整備し、良好な居住環境を創出する必要がある。

●本地区周辺は、公共下水道が未整備のため生活排水が道路側溝へ排出されている。この側溝は全般的に十分な断面を有しておらず、昨今頻繁に発生するゲリラ豪雨により道路が冠水する。そのため、土地区画整理事業と公共下水道事業を一体で
施行することにより衛生面の向上を図る。

●本地区の真ん中を縦貫する一般県道借宿八幡線沿いには商店街が見られ、周辺は住居系を主として工業系及び商業系が密集し市街地が形成されている。狭隘道路が多く日常的に交通に不便をきたしている地域でもある。また、大規模災害時には、
老朽化した建築物が緊急車両の通行に支障をきたす恐れが考えられる。建築物の除却により、防災性の向上を図る必要がある。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・土地区画整理事業
狭隘道路を解消し、緊急車両の到着時間を短縮させるため、地区内の区画道路を整備し居住環境の改善を図り、健全な市街地形成を図る。
地域の道路基盤の整備と生活の利便性・安全性の向上のため土地区画整理事業を推進する。

山辺西部第一土地区画整理事業【基幹事業】
山辺西部第一土地区画整理事業【関連事業】
山辺西部第二土地区画整理事業【関連事業】
山辺西部第一都市再生区画整理事業【関連事業】

・防災性・居住性向上のための公園整備事業
街区公園を整備すると共に地域のふれあいの場を確保する。同時に防災空間及び一時避難場所として機能する街区公園を適正に配置し、地域の防災
性を向上させ、災害に強い都市基盤の整備をする。
地域の「憩いの場」と合わせて緊急時の一時避難場所としての街区公園を整備することで防災性の向上と利用者の満足度のアップを図る。

公園事業【基幹事業】
高質空間形成施設（バリアフリートイレ）【基幹事業】

・人々が暮らしやすい道路環境整備
狭隘な道路を解消し、緊急車両の通過交通の円滑化を図る。また、地域住民の生活基盤の安全性の向上を図る。
狭隘道路における車両等の待避所の確保による地域の防災性の向上を図る。

地域創造支援事業【提案事業】

○土地区画整理事業による早期の基盤整備が地元から要請されていて、事業を円滑に推進するため、一年毎に事業進捗状況及び整備状況の報告として地元に「ちらし」を配布している。

○施設の維持管理、清掃等への住民参加の一環として公園完成後は公園愛護会の設置予定。

○取得した土地については、最終的に防災施設用地として活用する。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 足利市 直 0.92ha H26 H28 H26 H28 90 90 90 90

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 足利市 直 3棟 H26 H28 H26 H28 60 60 60 60

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業 足利市 直 36.7ha H16 H33 H24 H26 2,009 530 530 530

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,159 680 680 680 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
足利市 直 10箇所 H24 H28 H24 H28 260 260 260 260

0

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 260 260 260 260 …B
合計(A+B) 940

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
足利市 国土交通省 36.7ha ○ H6 H30 5,559

足利市 国土交通省 39.4ha ○ H10 H35 6,850

足利市 国土交通省 36.7ha ○ H27 H28 820

合計 13,229

交付対象事業費 940 交付限度額 376.0 国費率 0.4

0

うち民負担分

0

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

－

－

山辺西部第一地区

八幡町西公園
山辺３号街区公園
山辺４号街区公園

（参考）事業期間

八幡町西公園
山辺３号街区公園
山辺４号街区公園

規模

－

－事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

社会資本整備総合交付金（土地区画整理事業）

事業期間（いずれかに○）

山辺西部第一地区

山辺西部第一地区

事業主体

事業
細項目

事業主体事業箇所名

地域創造
支援事業

山辺西部第二地区

－

－

－

－

全体事業費

緊急防災空地施設

社会資本整備総合交付金（土地区画整理事業）

社会資本整備総合交付金（都市再生区画整理事業）

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

所管省庁名

山辺西部第二地区

事業箇所名



都市再生整備計画の区域

山辺西部地区（栃木県足利市） 面積 76.1 ha 区域 八幡町、借宿町、借宿町一丁目及び中川町の各一部

Ｎ足利市役所

東武足利市駅
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主要地方道足利環状線

市民プラザ

一級河川渡良瀬川

主要地方道足利太田線

地区名 山辺西部地区

区域面積 76.1ha

山辺西部第一

土地区画整理地区
36.7ha

山辺西部第二

土地区画整理地区
39.4ha

一般県道借宿八幡線

主要地方道桐生岩舟線

一般国道２９３号



避難圏域率 （ ％ ） 66.2 （H24年度） → 75.0 （H28年度）

区域内人口 （ 人 ） 827 （H24年度） → 855 （H28年度）

生活環境満足度アンケート （ ％ ） 54 （H24年度） → 70 （H28年度）

山辺西部地区（栃木県足利市） 整備方針概要図

目標 人にやさしいまちづくり
代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

Ｎ

0 100 500m

■基幹事業 土地区画整理事業
山辺西部第一土地区画整理事業

■基幹事業 公園・
高質空間形成施設

八幡町西公園

■基幹事業 公園・
高質空間形成施設
山辺３号街区公園

■基幹事業 公園・
高質空間形成施設
山辺４号街区公園

□提案事業 地域創造支援事業
緊急防災空地施設

○関連事業 社会資本整備総合交付金
（土地区画整理事業） （都市再生
区画整理事業） 山辺西部第一地区

○関連事業 社会資本整備総合交付金
（土地区画整理事業）山辺西部第二地区


